
現
在
、
商
品
開
発
を
進
め
て

い
る
酪
農
家
、
乳
業
メ
ー
カ
ー

な
ど
は
三
十
数
件
。
海
外
で
の

市
場
の
広
が
り
方
を
見
て
い
る

と
無
視
で
き
な
い
。
国
内
で

も
、
牛
と
生
乳
の
各
検
査
を
迅

速
に
行
え
る
体
制
の
確
立
が
必

要
。
信
頼
性
を
担
保
し
、
正
し

く
伝
え
る
こ
と
で
、
消
費
者
や

流
通
業
者
の
認
知
度
を
高
め
て

い
く
活
動
を
続
け
た
い
。

Ａ
２
ミ
ル
ク

＝
消
化
さ
れ
や

す
い
と
さ
れ
る

Ａ
２
の
遺
伝
子
だ
け
を
持
つ
乳

牛
か
ら
搾
っ
た
牛
乳
。
牛
乳
中

に
含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
約

８
割
は
カ
ゼ
イ
ン
。
そ
の
約
３

割
は
β
－
カ
ゼ
イ
ン
。
こ
れ
に

は
Ａ
１
と
Ａ
２
と
い
う
二
つ
の

タ
イ
プ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
１
は
お
な
か
を
こ
わ
し
た

り
、
張
っ
た
り
す
る
な
ど
消
化

不
良
の
一
因
と
さ
れ
る
。
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
種
は
Ａ
１
と
Ａ
２
の

両
方
を
出
す
系
統
と
、
Ａ
２
だ

け
を
出
す
系
統
に
遺
伝
的
に
分

け
ら
れ
る
。
通
常
の
牛
乳
に

は
、
Ａ
１
と
Ａ
２
の
両
方
が
含

ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
米
国
な
ど
で
普
及
し

て
い
る
。

Ａ
２
ミ
ル
ク
の
生
乳
を
出
荷

す
る
の
が
北
海
道
中
標
津
町
に

あ
る
㈱
ナ
ガ
ホ
ロ
（
永
谷
芳
晴

代
表
）
。
ゲ
ノ
ム
解
析
に
よ
る

牛
の
改
良
を
進
め
る
な
か
で
、

町
の
酪
農
業
の
発
展
に
活
か
し

た
い
と
、

年
か
ら
始
め
た
。

飼
養
す
る
乳
牛

頭
の
う
ち


頭
が
Ａ
２
牛
だ
。

Ｊ
Ａ
中
標
津
と
連
携
し
、

「
な
か
し
べ
つ
牛
乳
プ
レ
ミ
ア

ム

Ｎ
Ａ
２

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
」

（
１
㍑
入
り
）
の
名
で
Ａ
コ
ー

プ
な
ど
で
販
売
。
週
に
１
７
０

～
２
０
０
個
を
出
荷
す
る
。

Ａ
２
牛
群
は
分
け
て
最
初
に

搾
乳
す
る
。
混
入
を
防
ぐ
た

め
、
専
用
の
ミ
ル
ク
ロ
ー
リ
ー

で
集
荷
、
Ｊ
Ａ
の
乳
製
品
工
場

で
専
用
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
製
造

す
る
。
専
用
の
バ
ル
ク
ク
ー
ラ

ー
も
用
意
し
、
既
存
流
通
の
生

乳
と
は
完
全
に
分
離
し
て
い

る
。
永
谷
代
表
は
「
苦
手
な
人

に
も
飲
ん
で
も
ら
え
る
チ
ャ
ン

ス
。
牛
乳
の
裾
野
が
広
が
る
」

と
話
す
。

「
飲
ん
で
も
、
お
な
か
が
ご

ろ
ご
ろ
し
な
い


」

栃
木
県
那
須
塩
原
市
に
あ
る

県
立
那
須
拓
陽
高
等
学
校
（
小

川
浩
昭
校
長
、
生
徒
数
約
７
０

０
人
）
は
、
高
校
で
初
と
な
る

消
化
不
良
を
起
こ
し
に
く
い
と

さ
れ
る
「
Ａ
２
ミ
ル
ク
」
の
商

品
化
を
実
現
し
た
。
生
徒
が
取

り
組
む
授
業
の
教
材
と
し
て
、

牛
乳
の
選
択
肢
を
広
げ
る
も
の

と
し
て
提
案
す
る
。

農
業
経
営
科
や
食
品
化
学
科

な
ど
の
専
攻
科
が
あ
る
同
校

は
、
牛
部
と
い
う
生
徒
主
体
の

部
活
動
が
特
徴
だ
。
農
業
経
営

科
・
牛
部
顧
問
の
関
澤
拓
実
教

諭
は
、
授
業
で
扱
っ
た
き
っ
か

け
を
「
２
０
２
０
年
３
月
に
牛

乳
の
製
造
・
販
売
許
可
が
お

り
、
付
加
価
値
を
高
め
た
商
品

開
発
を
考
え
て
い
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
休
校
す
る
さ
な
か
、
生
徒

が
興
味
を
持
て
る
新
た
な
話
題

を
提
供
し
た
か
っ
た｣

と
話
す


緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
登

校
再
開
に
向
け
、
飼
養
す
る
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
種

頭
の
血
液
を

採
取
、
米
国
の
検
査
機
関
に
遺

伝
子
解
析
を
依
頼
し
た
。
検
査

の
結
果
、
約
３
割
の
９
頭
が
Ａ

２
牛
に
該
当
し
た
。
飼
養
管
理

は
授
業
や
部
活
動
を
通
し
て
農

業
経
営
科
と
牛
部
の
生
徒
が
行

い
、
ロ
ゴ
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
食

品
化
学
科
の
生
徒
が
担
当
。
分ぶ

ん

娩べ
ん

や
授
業
の
日
程
を
考
慮
し
、

ま
と
ま
っ
た
乳
量
に
な
る
同
年


月
に
限
定
販
売
し
た
。

情
報
源
が
無
か
っ
た
点
に
は

苦
労
し
た
。
β
－
カ
ゼ
イ
ン
と

い
う
タ
ン
パ
ク
質
に
起
因
す
る

問
題
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
裏

付
け
が
足
り
な
い
。
現
在
も
課

題
だ
と
い
う
。

田
口
樹
哉
実
習
教
員
は
「
１

日
１
頭
当
た
り
約

～

㌔
の

生
乳
が
生
産
さ
れ
る
。
農
場
と

校
内
の
製
造
施
設
の
距
離
が
離

れ
、
保
冷
車
で
バ
ケ
ッ
ト
を
運

ん
で
い
る
」
と
コ
ー
ル
ド
チ
ェ

ー
ン
の
課
題
を
指
摘
す
る
。

通
常
の
生
乳
の
混
入
を
避
け

る
た
め
、
事
前
に
日
に
ち
を
限

定
し
て
製
造
す
る
。
味
は
通
常

の
牛
乳
と
差
は
無
い
。

価
格
の
決
定
も
教
育
機
関
と

い
う
特
性
上
、
付
加
価
値
が
あ

る
か
ら
と
高
価
格
を
設
定
す
る

わ
け
に
は
い
か
ず
、
Ａ
２
ミ
ル

ク
を
先
行
し
て
製
品
化
し
て
い

た
事
例
を
参
考
に
し
た
。

初
回
は
２
０
０
㍉
㍑
入
り
紙

パ
ッ
ク
「
拓
陽
高
牛
乳
（
β
－

カ
ゼ
イ
ン
Ａ
２
）
」
を
３
０
０

本
用
意
。
１
個
１
３
０
円
（
税

込
み
）
で
市
内
道
の
駅
２
店
舗

で
販
売
、
数
日
で
完
売
し
た
。

関
澤
教
諭
は
「
継
続
し
て
取
り

扱
う
に
は
有
効
性
、
安
全
性
な

ど
科
学
的
根
拠
が
必
要
。
牛
乳

が
持
つ
機
能
性
は
注
目
さ
れ
て

い
る
。
数
多
い
牛
乳
の
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
認
知
度
を
高
め

る
契
機
に
し
た
い
」
と
話
す
。

ク」が注目されている。海外では市場

規模が拡大しており、国内でも付加価

値を高める選択肢を広げるため、商品

化の取り組みが増えてきている。

牛乳を飲むとおなかをこわすという

人がいる。そこで、消化不良を起こし

にくいとされるＡ２遺伝子だけを持つ

乳牛から搾って製品化した「Ａ２ミル

おなかにやさしいおなかにやさしい

拓
陽
高
牛
乳

な
か
し
べ
つ
牛
乳
プ
レ
ミ
ア
ム

検
査
体
制
の
確
立
を

Ａ
２
ミ
ル
ク
協
会

藤
井
雄
一
郎
代
表

牛
乳
の
裾
野
広
げ
る

北
海
道･

中
標
津
町

ナ
ガ
ホ
ロ

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
生
乳
出
荷

高
校
で
初

商
品
化
を
実
現

遺
伝
子
解
析
で
牛
特
定

生
徒
が
飼
養
管
理

栃
木
県
立
那
須
拓
陽
高
校

栃
木
県
立
那
須
拓
陽
高
校

Ａ
２
遺
伝
子
を
持
つ
乳
牛

Ａ２牛とＡ１／Ａ２牛

Ａ２ミルクを製造する食品化学科の生徒（写真提供

＝那須拓陽高校）、関澤教諭（右）と田口実習教員


